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必ず職場で実践できる
「参加者主体」のトレーニング
ダイナミックヒューマンキャピタル株式会社

研修を行う目的は、単にコンテンツ

を伝えることではありません。まず求

められるのは、参加者に内容を理解し

てもらうことです。そして、学習内容

を職場で実践してもらい、成果をあげ

てもらうことが研修の意味なのです。

トレーナーが説明したからといって、

参加者が実践できなければ、それは研

修とはいえません。

参加者主体の研修の実現には、参加

者が学びやすい環境を整えることが求

められます。そのために、講義主体の

研修から脱却する必要があるのです。

「聞いたことは忘れる、見たことは

覚える、行動したことは理解する」と

いう言葉があります。ここに示されて

いるとおり、研修の参加者に理解して

もらうためには、体を動かしてもらう

のが一番なのです。

体を動かすことで、理解のスピード

は上がります。なにより、体を使って

覚えたことは、人に対して使ってみよ

うという気にさせます。つまり、実践

への流れがとてもスムーズなのです。

学習効果を高め、学んだものを実践

するために重要なことは、当日行われ

る“研修そのもの”ではなく、その前

後の段階でのマネージャーやトレーナ

ーの行動です。この、“トレーニングは

その日限りのイベントではなく、その

前後も含めた一連のプロセスだ”とい

う考え方の意味は、以下の通りです。

研修のキープレイヤーは、研修参加

者とマネージャー（参加者の上司）、そ

して講師であるトレーナーです。まず、

研修の学習効果を高めるには、研修開

始前におけるマネージャーの態度が重

要です。参加者に対して、「この研修に

はどんな意義があるか」を伝えて、参

加者の意欲を高める必要があるのです。

もし、マネージャーが動かない場合は、

トレーナーがマネージャーに対して働

きかけなければなりません。研修のメ

リットを参加者に説明するよう、マネ

ージャーを促すこともトレーナーの仕

事です。そして、学んだことがきちん

と実践されるためには、研修実施後に

マネージャーがそれを許可するかどう

かにかかっています。

研修そのものは、その次です。トレ

ーナーは参加者が実践する気になるよ

うに研修を行うこと、また、参加者は

意欲的に取り組み、余すことなく学習

しなければなりません。しかし、一番

のポイントは、その前後におけるマネ

ージャーの態度が鍵となるのです。

この情報化社会においては、つねに

新しい情報が発信されています。最新

の情報をビジネスに活かすためには、

学習を止めることはできません。

参加者を巻き込んだ手法を使うとい

うことは、楽しみながら学んでもらう

ことです。これにより、参加者同士の

コミュニケーションも増え、人間関係

も構築されます。一人でも多くの方に、

この実践的な手法を身につけてほしい

と思います。

研修は、学んだことを実際に職場で使って、成果をあげなければ
意味がない。どのように、学んで欲しいことを伝え、相手に定着
させ、実践してもらうか。参加者主体のトレーニングテクニック
を提唱し、自身も優れたトレーナーであるトレーナー育成の権威、
ボブ・パイク氏に話を伺った。

聞いたことは忘れる
見たことは覚える
行動したことは理解する

ボブ・パイク 氏

プロフィール
世界的な実績を誇る人材育成の第一
人者。著書「クリエイティブトレー
ニングテクニックハンドブック™」
は通算30万部にのぼり、トレーナー
養成ワークショップ参加者は通算10
万人を超える。

実践へのキープレイヤーは
参加者だけではない

一人でも多くの人に
参加型研修の手法を

「人材開発プロフェッショナルが語る2008年HRDキーワード」
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